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飛躍のきっかけとなった
プラスチック消しゴムの発売

当社は大正 ４ 年 ９ 月に ｢三木康作
ゴム製造所｣ として創業し、昨年100
周年を迎えました。創業当時はゴム産
業が発達したころで、主に工業用のゴ
ム製品（ホース、ゴム手袋など）を取
り扱っており、海外から輸入した天然
の生ゴムで製品をつくっていました。
現在の主力製品の消しゴムは、数ある
製品の一つという位置づけでした。

その後順調に成長していましたが、
戦後生ゴムの輸入に規制がかかり、少
ない材料で生産できる製品へシフトす
る必要がありました。そこで、戦後の
ベビーブームを見込み、学童用の消し
ゴムに目をつけました。この頃、社名
も変更し一新してスタートすることに
なりました。昭和25年、当社の製品の
ブランド名として認知されていた

「シード」から「シードゴム工業」に
社名を変更し、本格的に文具業界に参
入していきました。

ターニングポイントとなったのは
昭和31年のプラスチック消しゴムの生
産です。それまでは天然ゴムを原料と
して使用していましたが、時間がたつ
と硬くなり、消しゴムとしての機能が
失われるという欠点がありました。

一方、プラスチック消しゴムは塩
化ビニルを素材とし、従来の消しゴム

とは異なり、経時変化による劣化があ
りません。さらに素材が純白で無臭な
ので、色や香りを自由につけることが
できます。そして昭和43年、試行錯誤
を繰り返し、「レーダー（Radar）」が
誕生しました。

消しゴムの定番となった ｢レーダー｣

発売直後は大きな反響はありませ
んでしたが、昭和45年に雑誌「暮らし
の手帖」で、安くて一番よく消えると
紹介されました。当時、暮らしの手帖
は公平な目で見ているという点から信
頼性が高く、権威を持っていました。
記事の掲載後、レーダーは全国に広ま
り生産量は大幅に増えました。

修正テープの開発
商品化は世界初

レーダーのヒットの傍ら、時代を
見据えた新しい柱をつくらなければと
いう思いがありました。そこで、当時
流行していた修正液を売り出しまし
た。しかし、すでに他社からたくさん
発売されており、ほとんど売れず全部

「24時間仕事、24時間遊ぶ」が
　知識と知識をつなぎ、ひらめきを生む

株式会社 シード
今月は、大阪市都島区の「株式会社シード」を取材させていただきまし

た。同社はロングヒット商品のプラスチック消しゴム「Rader」をはじめ
とする様々な字消し文具を中心に製造し、昨年創業100周年を迎えました。
世界で初めて修正テープを開発するなど、常に新しい商品を発売し続けてい
ます。今回は修正テープの開発者である代表取締役社長の玉井繁氏から、同
社の歴史や商品の開発についてお話を伺いました。

株式会社 シード
代表取締役社長：玉井 繁
創業：1915年（大正4年）
従業員数：80名
事業内容：消しゴム、修正具の製造販売
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社員で使うという苦い経験をしまし
た。この経験から、修正液を超えるも
のをつくりたいと思いました。修正液
の欠点・不満は ｢乾くのが遅い｣ ｢表
面がでこぼこになる｣ というのが主な
ものでした。この欠点を克服すべくカ
セットテープの構造から表面がフラッ
トなものを貼ればいいのではと目をつ
けました。さらに、やるなら「理屈で
はなくかっこいいものをつくりたい」
というこだわりがありました。

修正テープの開発は紙を貼るとこ
ろから始めました。しかし、紙が薄す
ぎれば字が透けてしまい、厚すぎれば
コピーを取った際影になってしまいま
す。そこで、消しゴムに文字を転写す
る技術を使って転写式のものをつくれ
ないかと考えました。

テープのフィルムと紙の接着力に
対してバランスを取るのが非常に難し
く、絶妙なバランスを見つけるために
３ ～ ４ 年試作を繰り返しました。

そして、平成元年に世界初の修正
テープ「ケシワード」が誕生しまし
た。しかし、手動でテープを巻き取る
仕組みになっているなど、使いづらさ
がありました。そこで翌年発売した第
２ 号の「ケシワードⅡ」ではその点を
改良し、テープを自動で巻き取り、横
書きに合わせて横引きで使えるように
しました。使いやすくなったことで一
気に広がりました。おかげさまで、修
正テープは他社からも発売され、全世
界に普及しました。今では、年間日本
で3000万個以上、世界では １ 億個ほど
生産されています。開発者としては修
正テープが文具として定着し、今も
残っているのはうれしいことです。

ふとしたひらめきが
おもしろい商品を生む

日本の文房具はとても種類が多く、
その中で新製品をつくるというのはな
かなか大変です。同じ土俵で勝負して
もなかなか目立ちませんので、新しい
ものを常に出していくことをいつも目
指しています。開発の人には「24時間
仕事で24時間遊び」という気持ちを
持ってほしいと言っています。会社で
座っているからといってアイデアが浮
かぶというものでもありません。会社
を出たら何も考えないのではなく、遊
びに行っても、家にいても、常に頭の

どこかで気にかけていると、ふとアイ
デアを思いついたりします。

また、ひらめきとは、どれだけた
くさんのものを見たか、知っているか
だと思います。知識がたくさんあって
も、何かと何かが結びつかないと新し
いものは出てきません。知っているも
の同士を新しい方向性で結びつけるこ
とで、まったく新しいものが出来るこ
とがあります。そういう意味では好奇
心旺盛なことが大事です。好き嫌いな
く何でもいろいろ知っていて損はあり
ません。知っていたら何かの時にうま
く結びつき、おもしろい製品ができる
かもしれませんから。

消しゴムにこだわり
新しい用途を提案

今後、少子高齢化に加え筆記具離
れもありますので、字を消すだけの消
しゴムをつくり続けているだけでは売
上を維持していくのは大変です。た
だ、あくまで当社は消しゴム屋なの
で、消しゴムから離れてしまうと経営
基盤を見失うような気がします。

これからの時代、消しゴムのあり
方は変化していくと思います。常に先
を見据えて展開し、これまで培った技
術を活かして他の製品にも水平展開す
ることが大事だと考えています。

壁の汚れ落とし用の消しゴムや、修正テープの仕組みを応用した汚れ隠しのテープなど、
文具店に限らず売り出せる生活雑貨に商品領域を広げ始めている。

消しゴムの新しい使い方の提案

世界初の修正テープの試作品

様々なアレンジが楽しめる ｢けしごむスタンプ｣。
初心者が楽しめるよう彫刻刀がセットになっている商品や、デザイ
ナーとのコラボ商品も多数。

消しゴムで培った技術を応用し、壁の汚れ消しゴムや水アカの汚れ、サビ落とし
などの製品も開発している。

修正テープの技術を応用した
テープタイプの壁紙補修材。
手軽に壁にできた画鋲やネジ
の穴を隠す以外にも、壁のシ
ミや落書き、破れなどにも使
用できる。

商工振興⃝May 2016
2


